
 記載のデータは、当社の試験方法による実測値であり、規格値ではありません。ご使用に際しては、貴社使用条件に適合するかを

必ずご確認願います。なお、本文中の用途はいかなる特許に抵触しないことを保証するものではありません。 

 製品改良のため、予告なく内容を変更することがあります。 

 製品使用の際は、必ず事前に製品安全データシート（ＭＳＤＳ）をご一読願います。 

 

美術缶用金ニス  

ＧＰ－９０ シリーズ 
 

    

美術缶内面用として開発したポリエステルタイプの金色ニスです。傷つき性、加工性に優れ、美術缶用途でかな

りの実績を有しています。     

      

■ 特長    

 美術缶用としての塗膜物性（硬度、傷付き性、溶剤性、加工性）に優れています。 

 色調については、ご依頼色に調色可能です。 

        

■ 適用素材    

     ブリキ板、TFS板、サテン板    

      

■ 使用方法    

     希釈溶剤 ：No.86溶剤をご使用下さい。 

塗装粘度 ：通常そのままご使用いただけますが、塗装条件（塗装速度、液温）により、粘度調整を行な

って下さい。 

標準塗膜量：50±10mg／100cm2 

焼付条件 ：170℃×10分 

         

■ 注意事項    

 充分攪拌して使用し、他の塗料が混入しないように注意して下さい。 

 金ニス上に艶ニスを塗装される場合は、事前に密着性をご確認下さい。 

 ブリキ使用の菓子缶で、内容物を充填後「蓋」をテ－プで密封する場合は、Ａ－３２３サイズニスの併用を

お願いします。 

 ビニ－ルサイズニス及びエポキシサイズニスとの組合せは避けて下さい。 

 表面にマットインキを使用した場合、金ニス面にマットインキの跡が付く場合があります。そのような仕事

の場合は、金ニスの焼付温度を185℃×10分にすると改善されます。 

 サテン板に塗装する場合、標準塗膜より 10mg／100cm2 程度多めに盛って下さい。 

 美術缶用途専用ですので、耐レトルト性はありません。 

 


